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揖斐川町職員の給与を公表します揖斐川町職員の給与を公表します揖斐川町職員の給与を公表します
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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
十
五
回
】「
県
産
材
利
用
の
す
す
め
」

（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）

県産材を使って地球環境にやさしく！豊かな森づくり！！
～県産材を使った家1棟で約1ヘクタールの間伐が進みます～
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◎
現
在
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
利
用
し
た

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
例
】

　
市
役
所
・
区
役
所
・
町
村
役
場
の
職
員
を

名
乗
る
も
の
が
自
宅
を
訪
問
し
、「『
ね
ん
き

ん
特
別
便
』
の
回
答
が
来
て
い
な
い
の
で
、

６
万
５
３
９
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
年
金
が

停
止
に
な
る
。」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
現
金

を
支
払
っ
た
。

　
後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
詐
欺
に
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
回
答
が
な
い
こ
と

に
よ
り
、
現
在
受
給
し
て
い
る
年
金
が
停
止

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
不
審
な
訪
問
者
や
電
話
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
対
応
せ
ず
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
現
在
、
東
京
社
会
保
険
事
務
局
管
内
に
お

い
て
、
東
京
社
会
保
事
務
局
の
職
員
を
装
い
、

現
金
の
詐
取
を
目
的
と
し
た
不
審
電
話
な
ど

が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。

【
事
例
】

『
東
京
社
会
保
険
事
務
局
　
給
付
課
』
を
名

乗
り
自
宅
へ
電
話
を
し
、
還
付
金
の
請
求
が

で
き
る
の
で
、
指
定
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
に
連
絡
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
社
会
保
険
事
務
局
お
よ
び
社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
給
付
金
の
支
払
い
や
保
険
料
の
還

付
に
つ
い
て
、フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０

-

×
×
×-

×
×
×
）
を
案
内
し
、
お
客
様
か

ら
電
話
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の
職
員
を
名
乗
る

電
話
や
訪
問
で
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
そ
の
場
で
対
応
せ
ず
、
相
手
の
所
属
と

氏
名
、
連
絡
先
を
聞
き
取
り
、
お
近
く
の
社

会
保
険
事
務
所
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

揖
斐
川
町
役
場
　
住
民
課

℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
２
１
１
１

◎
年
金
受
給
者
か
ら
の
各
種
証
明
書
な
ど
の

再
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
郵
送
ま
た
は
窓

口
受
付
に
加
え
、
電
話
で
も
受
付
し
て
お
り

ま
す
。

【
対
象
と
な
る
各
種
証
明
書
な
ど
】

①
源
泉
徴
収
票
　
②
振
込
通
知
書

③
改
定
通
知
書
　
④
準
確
定
申
告
用
源
泉
徴

収
票

※
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
源
泉
徴
収
票
の
交
付

は
、
１
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
込
対
象
者
の
範
囲
な
ど
】

　
電
話
に
よ
る
受
付
は
、
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
ご
本
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
本
人
が
直
接
申
請
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
、
配
偶
者
の
方
が
申
請
を
行
う

場
合
に
は
、
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の

上
、
受
付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
な
ど

は
、
ご
本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場

合
の
証
明
書
な
ど
の
交
付
（
再
交
付
）
申
請

に
つ
い
て
は
、申
請
者
が
未
支
給
請
求
者
（
※

注
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
場
合
に
限

り
、
受
付
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
証
明
書
な
ど
は
未
支
給
請
求

者
宛
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
未
支
給
請
求
者
以
外
の
方
で
相
続

人
の
方
は
、
郵
送
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
注
）
死
亡
し
た
た
め
、
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
年
金
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

受
給
権
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
は
、

こ
の
順
で
受
給
権
者
が
死
亡
す
る
ま
で
に
受

け
る
べ
き
で
あ
っ
た
年
金
の
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
請
求
を
さ
れ
た
方
を

未
支
給
請
求
者
と
言
い
ま
す
。

【
電
話
で
申
請
す
る
と
き
の
お
願
い
】

　
電
話
に
よ
る
申
請
で
は
、
申
請
者
の
確
認

の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点
を
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
年
金
証
書
な
ど
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

○
申
請
者
が
ご
本
人
の
場
合

基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
支
払
機
関
名
な
ど

○
申
請
者
が
配
偶
者
の
場
合

ご
本
人
の
場
合
の
確
認
項
目
の
ほ
か
、
配

偶
者
の
氏
名
・
生
年
月
日
、
ご
本
人
が
直

接
申
請
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
な
ど

○
ご
本
人
が
死
亡
し
て
い
る
（
申
請
者
が
未

支
給
請
求
者
）
場
合

ご
本
人
の
場
合
の
確
認
項
目
の
ほ
か
、
未

支
給
請
求
者
の
氏
名
・
住
所
、
死
亡
者
と

の
続
柄
な
ど
　

【
お
問
い
合
せ
先
】

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

IP
（
ひ
か
り
）
電
話
・P

H
S

か
ら
は

　
　
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

月
〜
金
曜
日
…
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　
　

　※
た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）
は
19
時
ま
で
受
付
。

　
第
２
土
曜
…
９
時
30
分
〜
16
時
　
　
　

※
そ
の
他
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
１
年
度
分
・
６
か
月
分
（
４
月
分
～
９
月

分
）
の
お
申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

　
１
年
度
分
の
前
納
は
、
毎
月
納
付
に
比
べ

年
間
３
６
９
０
円
、
６
か
月
分
の
前
納
は
、

１
０
０
０
円
（
年
間
２
０
０
０
円
）
お
得
で

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
大
垣
社

会
保
険
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
課
窓
口

へ
。

年
金
受
給
者
・
被
保
険
者
を
狙
っ
た

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
前
納
の
お
申
し
込
み

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
に
関
す

る
各
種
証
明
書
な
ど
の
交
付
（
再
交

付
）申
請
の
電
話
に
よ
る
受
付
は「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
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平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
、
出
産
さ
れ
ま

し
た
世
帯
主
に
お
支
払
い
す
る
出
産
育
児
一

時
金
が
38
万
円
（
改
正
前
35
万
円
）
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
を
医
療
機
関
に

直
接
お
支
払
い
す
る
受
取
代
理
制
度
も
同
様

に
給
付
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
出
産
育
児
一
時
金
制
度

　
国
保
の
加
入
者
が
出
産
さ
れ
た
場
合
、
世

帯
主
の
申
請
に
よ
り
38
万
円
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
尚
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
で
あ

れ
ば
、
死
産
、
流
産
（
医
師
の
証
明
が
必
要
）

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
尚
、
会
社
の
健
康
保
険
で
同
様
の
制
度
が

給
付
さ
れ
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
出
産
育
児
一
時
金
受
取
代
理
制
度

　
出
産
育
児
一
時
金
は
、
出
産
後
、
世
帯
主

の
申
請
に
よ
り
、
現
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
が
、

出
産
予
定
日
よ
り
１
か
月
前
か
ら
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
に
直
接
お
支
払
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
尚
、
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な
い
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
保
険
証

・
印
鑑

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

出
産
育
児
一
時
金
が

38
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
！

　
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
は
、
今
ま
で
原
則
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
４
月
よ
り
、
納
付
い

た
だ
く
分
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
に
よ
り
納

付
い
た
だ
け
る
こ
と
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
対
象
の
方
に
は
、
本
年
１
月
中
に
郵
便
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
を
ご
希

望
の
方
は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２-
２
１
１
１

　
平
成
20
年
５
月
１
日
に
法
律
が
改
正
さ

れ
、
次
の
こ
と
が
ル
ー
ル
と
し
て
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

一
　
住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
の
交
付
請
求
の

　
際
の
本
人
確
認

二
　
転
入
、
転
居
、
転
出
、
世
帯
変
更
等
の

　
届
出
の
際
の
本
人
確
認

三
　
婚
姻
、
協
議
離
婚
、
養
子
縁
組
、
協
議

　
離
縁
、
認
知
の
届
出
の
際
の
本
人
確
認

　
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー

ド
等
、
写
真
付
き
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

で
確
認
を
し
ま
す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
保

険
証
や
介
護
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
二

点
提
示
に
よ
っ
て
、
確
認
を
し
ま
す
。
　

④
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
五
百
円

　
申
請
か
ら
カ
ー
ド
を
お
渡
し
す
る
ま
で
、

約
10
日
間
か
か
り
ま
す
。
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
発
行
か
ら
10
年(

電
子
証
明
の
有
効
期

限
は
３
年)

で
す
。
町
外
に
転
出
す
る
と
カ
ー

ド
は
失
効
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
住
民
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　
農
地
を
宅
地
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
を
目

的
に
転
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
農
地
が
農
業

振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
農
地
転
用
を
お

考
え
の
方
は
、
そ
の
農
地
が
農
業
振
興
地
域

か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で

あ
る
場
合
に
は
、「
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
申
請
書
」
に
よ
り
除
外
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
か
の
協
議
を
要
し
ま
す
の
で
、
申
請

書
を
役
場
農
林
振
興
課
ま
た
は
各
振
興
事
務

所
基
盤
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
締
め
切
り
は
平
成
21
年
３
月
31
日

（
火
）
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
農
林
振

興
課
　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
住
基
カ
ー
ド
と
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
に

基
づ
き
、
市
町
村
が
発
行
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

で
す
。

　「
写
真
付
き
」
と
「
写
真
な
し
」
の
２
つ

が
あ
り
、
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
様
、
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
、

・
銀
行
の
窓
口
で
10
万
円
を
超
え
る
現
金
振

り
込
み
を
す
る
と
き

・
銀
行
口
座
を
開
設
す
る
と
き

・
住
民
票
、
戸
籍
等
を
請
求
す
る
と
き

・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
新
規
発
給
す
る
と
き
等
の

本
人
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
電
子
証
明
書
を
取
得
す
る
と
、
電
子

申
告
や
、
行
政
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
請
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◎
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
場
合

　
原
則
と
し
て
本
人
が
次
の
も
の
を
持
参
し

て
、
住
民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の(

運
転
免
許
証

　
や
健
康
保
険
証)

③
写
真(

た
て
４
、５
㎝
よ
こ
３
、５
㎝)

一
枚(

写
真
付
き
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み)

後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
保
険
料

の
お
支
払
い
方
法
の
選
択
に
つ
い
て

住
民
票
・
戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」

住
基
カ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
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農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
地

が
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
農

地
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
転
用
許
可
（
知

事
許
可
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
農
地
法
第
４
条
、
同
第
５
条
）

　
転
用
許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
の
転
用
を

し
た
場
合
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
断
転
用
者
に
対

し
工
事
な
ど
の
中
止
、
ま
た
は
現
状
回
復
そ

の
他
違
反
行
為
の
是
正
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
転
用
を
さ
れ
る
方
は
、「
転
用
申
請
書
」
を

農
業
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
締
め
切
り
は
毎
月
20
日
で
す
。（
そ
の

日
が
休
日
の
場
合
は
以
前
の
平
日
）（
11
月

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
農
業
委
員
会

　
事
務
局
　
℡
２
２
‐
２
１
１
１

　
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
及
び
藤
橋
城
・
西

美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
施
設
受
付
員

・
募
集
人
数
　
若
干
名

■
施
設
作
業
員

・
募
集
人
数
　
若
干
名

■
試
験
　
面
接
試
験
を
実
施

■
採
用
　
平
成
21
年
４
月
１
日

■
雇
用
期
間
　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成

21
年
12
月
上
旬
（
予
定
）

■
給
与
　
日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ

る
■
勤
務
時
間

・
施
設
受
付
員
　
週
３
日
程
度
（
土
日
、
祝

祭
日
勤
務
日
を
含
む
）　
９
時
〜
17
時

・
施
設
作
業
員
　
週
２
日
程
度
（
土
日
、
祝

祭
日
勤
務
日
を
含
む
）　
９
時
〜
17
時

■
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
２
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
、
揖
斐
川
町
役
場
水
源
地
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

課
　
藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
担

当
℡
５
２-

２
１
１
１
（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

　
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅
　
２
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
和
田

・
建
設
年
度
　
昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
１
３
３
０
０
円
〜

②
島
住
宅
　
１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
島

・
建
設
年
度
　
平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
３
２
０
０
円
〜

③
六
合
住
宅
　
１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
春
日
六
合

・
建
設
年
度
　
平
成
12
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
５
５
０
０
円
〜

④
そ
ら
む
き
住
宅
（
戸
建
）
１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
西
津
汲

・
建
設
年
度
　
平
成
10
年
度

・
木
造
２
階
建
　
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
３
３
８
０
０
円
〜

⑤
そ
ら
む
き
住
宅
（
単
身
）
２
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
西
津
汲

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
準
耐
火
構
造
２
階
建
　
１
Ｋ

・
家
賃
　
１
６
１
０
０
円
〜

⑥
坂
本
住
宅
　
１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

・
建
設
年
度
　
平
成
８
年
度

・
木
造
平
屋
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
０
７
０
０
円
〜

⑦
川
上
住
宅
　
１
戸

・
住
所
　
揖
斐
川
町
坂
内
川
上

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
木
造
２
階
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
２
４
０
０
円
〜

■
敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
（
勤

務
予
定
で
も
可
）
で
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
※
単
身
用
を
除
く

・
そ
の
他
　
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水

の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間

・
２
月
２
日
（
月
）
〜
２
月
16
日
（
月
）

※
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
予
定
日

・
平
成
21
年
３
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　
岐
阜
県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
犯
罪
被
害

遺
児
の
方
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
揖
斐
川
町
役
場
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
犯
罪
被
害
　
通
り
魔
殺
人
や
強
盗
殺
人
な

ど
、
故
意
の
犯
罪
行
為
（
人
の
生
命
ま
た

は
身
体
を
害
す
る
行
為
）
に
よ
り
害
を
被

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
対
象
者
　
毎
年
５
月
５
日
現
在
、
岐
阜
県

内
に
居
住
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
被
害
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た

父
ま
た
は
母
（
す
で
に
父
母
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
場
合
に
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
を

亡
く
さ
れ
た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま
で

の
方
お
よ
び
高
等
学
校
在
学
中
（
高
等
専

門
学
校
３
年
修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を
含
む
）
で

満
20
歳
未
満
の
方
。

※
国
の
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
で
、
遺
族
給

付
金
の
支
給
裁
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

※
犯
罪
被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組

し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚

し
生
計
を
と
も
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

は
除
き
ま
す
。

岐
阜
県
犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金

支
給
事
業
に
つ
い
て

平
成
21
年
度　

藤
橋
歴
史
民
俗
資

料
館
及
び
藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
臨
時
職
員
募
集

農
地
の
転
用
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
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■
激
励
金
の
額
（
１
人
当
り
）

　
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生
　
１
５
０
０
０
円

　
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
０
円

　
高
校
生
等
　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20
歳

未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
岐
阜
県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
交
通
遺
児

の
方
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
揖
斐
川
町
役
場
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
毎
年
５
月
５
日
現
在
、
岐
阜
県

内
に
居
住
さ
れ
て
お
り
、
交
通
事
故
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共
に
し
て
い
た
父

ま
た
は
母
（
す
で
に
父
母
が
な
か
っ
た
場

合
に
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ

た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お
よ

び
高
等
学
校
在
学
中
（
高
等
専
門
学
校
３

年
修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高

等
部
在
学
中
の
方
を
含
む
）
で
満
20
歳
未

満
の
方
。

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組
し

た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚
し

生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
は
除

き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額
（
１
人
当
り
）

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生
　
１
５
０
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
０
円

高
校
生
等
　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20

歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
申
込
み
期
限
　
２
月
16
日
（
月
）

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役

場
総
務
課
　
電
話
２
２-

２
１
１
１

　
揖
斐
川
町
商
工
会 

谷
汲
支
部
で
は
、
２
月

７
日
（
土
）
か
ら
３
月
15
日
（
日
）
ま
で
、

谷
汲
観
光
資
料
館
で
「
た
に
ぐ
み
盆
梅
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
来
場
者
に
お
も
て
な
し
と

し
て
飲
み
物
の
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
７
日
（
土
）

〜
３
月
15
日
（
日
）　

10
時
〜
16
時
30
分

■
場
所
　
谷
汲
観
光
資
料
館

■
入
場
料
　
　
　
大
人
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲

　
支
部
　
℡
５
５-

２
２
３
１

　
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
主
催
に
よ

り
２
月
７
日
（
土
）
か
ら
３
月
15
日
（
日
）

ま
で
谷
汲
門
前
・
新
田
地
区
の
各
店
（
約
10

件
）、
谷
汲
観
光
資
料
館
及
び
揖
斐
川
町
観

光
プ
ラ
ザ
で
「
谷
汲
山
参
道
雛
人
形
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
店
先
な
ど
に
、
か
わ
い
い

雛
人
形
が
並
び
、
心
が
和
み
ま
す
。

　
ま
た
、
谷
汲
観
光
資
料
館
で
は
、
き
よ
み

ず
幼
児
園
の
園
児
の
手
作
り
雛
人
形
が
飾
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

℡
５
５-

２
０
２
０

　
揖
斐
川
町
商
工
会 

谷
汲
支
部
で
は
２
月
28

日
（
土
）
か
ら
４
月
12
日
（
日
）
ま
で
揖
斐

川
町
商
工
会
谷
汲
支
所
・
大
研
修
室
で
放
浪

の
天
才
画
家
「
山
下
清
・
原
画
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
代
表
作
の
「
花
火
」
を
は
じ
め
驚
く
ほ
ど

の
観
察
眼
で
制
作
さ
れ
た
作
品
は
見
る
人
に

多
く
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
原
画
・

記
録
写
真
等
約
80
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
天
才
の
原
画
を

体
感
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
28
日
（
土
）

〜
４
月
12
日
（
日
）　

10
時
〜
16
時
30
分

■
場
所
　
揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲
支
所

■
入
場
料
　
　
　
大
人
　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
４
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲

　
支
部
　
℡
５
５-

２
２
３
１

　
２
月
１
日
（
日
）
に
「
ハ
イ
キ
ン
グ
　
酒

蔵
み
て
あ
る
記
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
揖
斐
駅
・
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
・
三

輪
神
社
・
酒
蔵
見
学
・
揖
斐
川
町
役
場
・
揖

斐
駅
の
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で

す
。
コ
ー
ス
内
で
は
酒
の
試
飲
、
即
売
会
、

甘
酒
の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
（
受
付
）

■
場
所
　
養
老
鉄
道
　
揖
斐
駅
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

■
入
場
料
・
参
加
費
　
無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
商
工
観

　
光
課
　
℡
２
２-

２
１
１
１

「
ハ
イ
キ
ン
グ

酒
蔵
み
て
あ
る
記
」
開
催
！

岐
阜
県
交
通
遺
児
激
励
金

支
給
事
業
に
つ
い
て

「
た
に
ぐ
み
盆
梅
展
」
開
催
！

「
谷
汲
山
参
道
雛
人
形
展
」開
催
！

「
山
下
清
・
原
画
展
」
開
催
！
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揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
清

掃
活
動
を
実
施
、
庭
木
の
剪
定
、
草
取
り
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
が
普
段
従

事
し
て
い
る
就
業
に
合
わ
せ
作
業
を
分
担

し
、
半
日
の
奉
仕
作
業
終
了
後
は
、
会
員
の

持
ち
寄
っ
た
野
菜
で
作
っ
た
豚
汁
で
体
を
温

め
、
会
員
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

☆ 

お
仕
事
の
ご
依
頼
受
付

・ 

シ
ル
バ
ー
で
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
お
引
き

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
庭
木
の
剪
定･

障
子･

襖
張
り･

草
刈･

草
取
り
な
ど
で
お
困
り
の
際
は
ぜ
ひ
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
に
各
地
区
で
平
成
21
年
度
の
登
録
会

を
行
い
ま
す
。
日
程
等
は
、
３
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　(

社)

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
℡
２
３-

０
９
０
７

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
町
役
場
へ

　
１
月
９
日
（
金
）、
Ｊ
Ｕ
岐
阜
西
濃
支
部

北
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
、
交
通
遺
児
の
た
め
に
と

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　
小こ

む

れ

牟
礼
広ひ

ろ

し至
さ
ん
（
愛
知
県
半
田
市
）

　
立た
て
い
し石

　
隆た

か

や也
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

　
小こ
ば
や
し林

　
弘ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん
（
東
京
都
足
立
区
）

　
大お
お
に
し西

　
良よ
し
ま
さ昌
さ
ん
（
静
岡
県
熱
海
市
）

　
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
尚
和
園
へ

　
林 

　
良
夫
さ
ん
（
北
方
）
野
菜

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
い
び
が
わ
１
月
号
で
お
名
前
と
写
真

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫

び
し
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
４
（
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）

(
社)

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

「高橋尚子・チーム Q ランニングクリニック」 開催決定！

２００８いびがわマラソンにスペシャルゲストランナーとして参加していただいた高橋
尚子さんが再び揖斐川町を訪れます。今回は揖斐川町の子どもたちを対象に教室を開催
します。詳細な内容は決定次第音声告知放送などでお知らせいたします。

　　　開催期日：平成 21 年 3 月 15 日（日） 9 時〜 12 時（予定）

　　　開催場所：揖斐川健康広場

２００９いびがわマラソン 開催日決定！

町民の皆さまに支えていただき、おもてなしの心あふれる大会として、全国の人気大会
となったいびがわマラソンの２００９年度開催期日が決定しました。
２００９大会も皆さんのご支援とご協力をよろしくお願いします。

開催期日：平成 21 年 11 月 8 日（日）

小森良一さん

乾見信さん
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豊年祈願祭豊年祈願祭
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谷汲 欲ばりプラン 豊年祈願祭豊年祈願祭 谷汲山参道雛人形展谷汲山参道雛人形展 盆梅展

揖斐川町コミュニティバス・鉄道に乗ってぶらり旅

乗換

乗換

乗換

乗換
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